
日

よい風習を育て、
住みよい環境をつくる。

会合は定刻開会、定刻閉会を正しく守る。
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〆11月末日現在、
38.810人(住民基本台I雇)

、による ' 

男 ]8.576人前月比+12 
女 2仏214人+8 
世帯数 10.855世帯 + 9 
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所
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大
洲
市
長

近に進
捗
し
、
大
洲
市

政
が
着
実
な
発
展
を

遂
げ
て
お
り
ま
す
乙

と
は
、
ま
乙
と
に
と

同
慶
に
堪
え
な
い
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す。
乙
乙
に
、
市
政
に

対
す
る
日
頃
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対

レ
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
五
十
三
年
の
新
し
い
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
過
ぎ
去

っ
た
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
更
に

前
進
を
め
ざ
レ
て
、
心
を
新
た
に
市
政

の
諸
問
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ

で
本
年
は
、
ま
ず
市
政
の
官
柄
本
を
私
た

ち
大
洲
人
の
誇
り
で
あ
る
人
情
の
豊
か

さ
、
そ
と
か
ら
生
ま
れ
る
社
会
湾
帯
感

を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
く
と
と
に
よ

り
、
共
に
築
き
あ
げ
て
い
く
市
づ
く

り
に
お
き
、
広
報
広
聴
活
動
、
社
会
教

1月の納税

市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
良

き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
e

私
も
、
就
任
以
来
初
の
正
月
を
迎
え

か
つ
て
な
い
厳
粛
な
気
持
で
、
新
年
に

臨
む
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
乙
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
・

不
況
に
明
け
、
不
況
に
暮
れ
ま
し
た

昨
年
は
、
地
方
財
政
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
レ
、
本
市
も
ま
た
、
そ
の
例
舛

て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
計
爾
を
い

た
レ
て
お
り
ま
し
た
諸
般
事
業
も
順
調

田

己 2

E主

を
め
ざ
レ
て
、
混
か
い
社
会
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す・
第
こ
に
は
、
豊
か
な
生
活
基
擦
で
あ

り
ま
す
。

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

は
、
米
の
生
産
調
整
、
輸
入
の
自
由
化

な
ど
、
一
段
と
厳
し
さ
を
加
え
て
お
り

現
仕
進
め
て
お
り
ま
す
国
営
総
合
農
地

開
発
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
土
地
基
盤

の
整
備
を
積
臨
時
的
に
進
め
る
と
同
時

に
、
営
四
国
閥
題
を
中
心
に
し
た
今
後
の

農
業
山
あ
り
方
を
真
剣
に
倹
討
レ
、
農

業
の
恒
久
的
発
展
を
図
っ
て
ま
い
る
考

え
で
ご
ざ
い
ま
す
.

ま
た
、
商
業
の
近
代
化
は
是
非
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
市

街
地
の
整
備
計
画
と
並
行
し
、
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
第
三
に
は
、
住
み
よ
い
環
境
で
あ
り

ま
す
道
話
と
下
水
、
と
の
こ
つ
は
、
本

市
に
と
っ
て
目
下
の
急
務
で
あ
り
、

ま
ず
一
道
路
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
道
の

整
備
を
引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
ほ
か
、
国
道
を
中
必
と
レ
た

幹
線
道
路
に
お
け
る
交
通
の
現
状
に
照

ら
し
バ
イ
パ
ス
の
建
設
な
ど
、
そ
の
対

応
に
最
善
を
尽
し
て
ま
い
る
考
え
で
ご

ざ
い
ま
す
。

育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
な
ど
を
一
体

的
に
推
進
レ
、
対
話

t
協
調
の
市
政
を

積
極
的
に
展
開
レ
て
ま
い
り
た
い
と
思

う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
市
政
の
中
で
、
重
点
塩
川
策

の
第
一
に
取
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
健
康
と
生

き
が
い
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
願
い
で
あ
る
健
康
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
き
ま
す
た
め
に
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
と
の
セ
シ
タ
ー

を
中
心
と
し
で
皆
僚
方
に
対
す
る
健
康

増
進
活
動
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
老
人
福
祉
セ
シ

タ
ー
を
併
設
レ
、
お
と
し
よ
り
の
方
々

が
気
軽
に
利
用
い
た
だ
け
る
憩
い
の
場

を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
徳
森
保
育
所
の
関
所
を

は
じ
め
と
し
福
祉
諸
施
設
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
る
一
方
、
真
の
福
祉
充
実

ま
た
、
下
水
道
¢
整
備
に
つ
き
ま
し

で
も
強
く
推
進
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ

り
、
こ
の
ほ
か
、
公
営
住
宅
な
ど
、
住

宅
の
建
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
の
集
会
所
の
建
設
、
公
園
の
整
備
な

ど
に
も
カ
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
.

第
四
に
、
教
育
の
振
興
で
あ
り
ま
す
・

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
し

い
教
育
に
対
応
し
て
、
施
設
、
設
備
な

ど
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
を

は
じ
め
、
豊
か
な
情
操
を
身
に
つ
け
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
狩
性
を
+
分
に
生

か
し
た
教
育
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
、

公
民
館
活
動
を
更
に
盛
り
上
げ
る
と
と

も
に
博
物
館
な
ど
の
機
能
を
充
分
に
発

揮
し
、
豊
か
な
知
性
、
豊
か
な
人
間
伎

の
溜
養
に
つ
と
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

b
ま
す
。

以
上
大
き
く
分
け
ま
し
て
と
の
四
点

を
中
心
に
、
新
年
度
の
市
政
に
取
り
組

み
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
、
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と

と
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
旧
に
倍
し
ま
し
て
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す。
終
り
に
臨
み
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
と

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

何一年一規一獄活紘一一い波誠一一一

大
洲
市
議
会
議
長

昭
和
五
十
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

大
洲
市
議
会
を
代
表
レ
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
が
た
に
は
、
乙
と
に
希
望
あ
ふ

れ
る
新
春
を
迎
え
ら
れ
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
必

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
は
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
と
市
民
の
皆
様
の
声
が

市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
政
の
進

展
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
希
望
あ
る

新
春
を
迎
え
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
・

乙
れ
は
、
ひ
と
え
に
市
理
事
者
を
は

じ
め
市
民
各
位
の
、
ご
支
援
と
協
力
の

た
ま
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
か
つ
て
な
い
不
混
と
経
済

不
安
に
よ
り
、
市
民
生
活
も
少
な
か
ら

ず
圧
迫
を
受
け
、
地
方
財
政
も
深
刻
化

の
一
途
を
た
ど
る
申
で
暮
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
・
し
か
し
、
市
民
の
市
政
に
対

す
る
要
望
は
ま
ず
ま
ず
一
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

行
政
の
推
進
を
中
必
に
、
市
民
生
活
の

向
上
む
福
祉
の
進
展
の
た
め
、
質
点
的

城

正

ノ

戸

に
諸
施
策
を
講
じ
て
い
か
な
ザ
れ
ば
な

ら
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議

決
機
関
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
、
執

行
機
関
と
禍
協
調
し
て
、
国
や
県
に
対

し
、
そ
の
対
策
を
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
も
最
大
限

の
行
政
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
、
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期

コ
ミ
、
ユ
一
一
一
ア
ィ
、

ト

ム

リ

1i・

乙
の
ぞ
び
大
細
川
市
志
保
町
の
肱
川
左

岸
河
川
敷
に
、
ト
D
ム
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。
ト
リ
ム
と
は
、
国
民
総
ス
ポ
ー
ツ
運

動
の
一
種
で
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
調

整
や
回
復
を
目
的
と
す
る
市
民
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
つ
ま
り
、
ト
リ
J

ム
は
必
と
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
「
健
康
で
明
る
い

生
活
」
を
送
る
と
と
も
に
、
壮
年
者
は

老
化
防
止
、
青
年
寄
は
体
力
の
保
持
増

進
、
少
年
者
は
体
力
の
向
上
に
、
い
つ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
手
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
の
乙
と
で
す
。

乙
の
ト
リ
J

ム
施
設
に
は
、
十
三
種
類

の
運
動
器
具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

余
暇
を
利
用
し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
。
ト
刀
ム
施
設
の
積
類

ω切
株
と
び
削
段
違
い
平
均
台

待
に
添
う
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
よ
り
一
一
層
の
ご
支

援
と
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
昭
和

五
十
一
ニ
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

民
生
委
員
き
ま
る

民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
回
全
国
一
斉
に
改
選
が
お
こ

な
わ
れ
、
十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
八

十
一
名
の
方
が
厚
生
大
同
及
び
愛
媛
県

知
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
を
受
げ
ま
し

た・
民
生
(
児
童
)
委
員
は
地
域
に
お
け

る
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
い

た
だ
く
方
で
す
a

も
よ
り
の
委
員
さ
ん

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
民
生
(
児
童
)

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
洲
市
区
長
会
会
長

昭
和
五
十
三
年
の
新
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
区
長
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
・

皆
様
に
は
お
そ
ろ
い
で
、
希
望
に
満

ち
た
よ
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
・

平
索
、
区
長
会
に
は
深
い
と
理
解
と

と
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す・
昨
今
の
社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
幸
せ
と
、

池

田

修

三

郎

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
市
の
発
展
を
願
い

区
長
会
も
意
を
新
た
に
し
て
、
市
政
の

進
展
に
積
極
的
に
協
力
し
、
地
域
住
民

の
連
帯
の
き
ず
な
を
探
め
、
末
端
行
政

の
推
進
に
最
蓄
を
尽
す
所
存
で
あ
り
ま

す。
今
後
と
も
、
一
一
層
の
ご
指
導
と
、
ご

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
多
幸
と
大
洲
市
の

限
り
な
い
発
震
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
レ
ま
す
・

永
見
宗
俊

東

文

道

南
久
米
地
区
金
野
茂
数

藤
岡

γズ
ヱ

大
谷
寿
盛

積
手
安
夫

垣
内
二
則

土
居
貞
雄

菅
困
地
区

有
友
武
司

大
田
親
志

有
友
正
子

矢
野
末
光

大
野
淳
子

吉
田
善
子

青

木

久

谷
本
芳
夫

大
川
地
区

栗

田

初

子

成

能

石
河
直
子
森
山

谷
周
重
夫
森
山

西
野
清
友
森
山

余

家

道

子

蔵

川

西
山
議
長
蔵
川

神
ノ
倉
末
広
蔵
川

柳
沢
地
区

新
川
菊
枝
柳
沢

崎
岡
富
夫
柳
沢

井

上

要

藤

縄

平
谷
栄
満
子
藤
縄

亀
本
春
子
回
処

高

野

繁

久

田

処

新
谷
旭
区

伊
賀
貞
哉

大
野
時
明

久
保
政
矩

山
中
ム
メ
カ

稲
田
利
子

山
岡
秀
子

河
野
宏
道

亀
芥
陽
之
助

阿
部
寅
夫

三
善
地
区

中
野
ミ
サ
子

熊
野
高
義

富
永
喬
代
子

鎌

田

登

八
多
喜
地
区
祖
母
井
裏
寿

菊
池
安
子

大
塚
コ
ギ
ク

楠
野
八
千
代

水

本

勇

都
築
驚
彰

上
須
戒
地
区
栗
田
清
美

田

丸

章

政
所
サ
ヲ
ヱ

下

問

俊

平野
地田

黒
木
北
只
稲
積
野
佐
来

長
谷
梅
川

菅字宇宇菅大大菅
田津樟樟田竹竹田

新
谷
新
谷
恋
木
新
谷
新
谷
町

新
谷
町

喜
多
山

費
合
町

新
谷

春春東多
賀賀字国
山

八
多
喜
町

八
多
喜
町

手
成
八
多
喜
町

八
多
喜
町

米
津毒者毒毒

戒戒戒戒



民
生
委
員
創
設
六
十
周
年
己
忌

共
同
募
金
運
動
三
十
周
年
三
ロ

4

日月

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
大
制
州
市

民
生
委
員
(
児
童
委
員
)
協
議
会
主
催

の
第
一
回
大
開
市
社
会
福
祉
大
会
が
+

一
月
三
十
日
、
市
民
会
館
中
ホ

1
ル
で

民
生
委
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表

と
各
種
団
体
か
ら
百
八
十
人
が
出
席
レ

民
主
委
員
創
設
六
+
周
年
、
共
同
募
金

運
爵
三
+
周
年
を
記
念
レ
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
太
田
会
長
か
ら
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
労
の
あ
っ
た
民

生
委
員
、
社
会
福
祉
州
事
業
協
問
者
、
社

会
福
祉
施
設
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会

団
体
の
方
々
に
麦
彰
状
と
、
ま
た
、
ま

昭和 53年幸反J:l三if1 3州4メζ第 26 2号

大
学
生

む
乙
ろ
銀
行
高
額
預
託
者
六
+
七
名
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
レ
た
。

表
彰
の
あ
と
、
近
田
市
長
ら
の
来
賓

祝
辞
が
あ
り
「
社
会
福
祉
と
は
」
と
題

し
て
、
村
口
菊
子
先
生
の
講
演
が
あ
り

ま
レ
た
。

午
後
の
全
体
会
で
は
、
一
、
地
域
福

祉
活
動
(
ポ
一
フ
ン
一
ア
ィ
ア
活
動
)
、

二
、
老
人
福
祉
活
動
、
三
、
身
障
児
(

者
)
援
護
活
動
、
四
、
母
子
福
祉
活
動

な
ど
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
と
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
o

最
後
に
、
「
市
民
た
す
け
あ
い
総
参

加
運
動
」
の
充
実
を
め
ざ
レ
て
福
祉
関

昭
和
五
十
三
年
度

市
奨
学
生
の
募
集

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

十
三
年
度
の
奨
単
生
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
・

ご
希
望
の
か
た
は
、
在
学
す
る
学
校

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

て
募
集
人
員

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
奨
学
生

+
五
人
五
人

二
、
貸
与
月
額

高
等
学
校
等
奨
学
生

大
学
奨
学
生

一
ニ
、
資
格

川
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が

大
洲
市
内
に
居
住
す
る
者

川
昭
和
五
十
=
一
年
四
月
に
高
等
学
校

大
学
等
に
進
学
を
希
望
す
る
者

仙
学
業
、
，

d
と
も
に
す
ぐ
れ
、
健

五
千
円

一
万
円

係
者
は
一
致
協
力
し
、
地
域
住
民
の
連

需
の
き
ず
な
を
深
め
、
生
き
が
い
と
思

い
や
り
の
あ
る
、
豊
か
で
明
る
い
大
洲

市
づ
く
り
に
協
力
す
る
乙
と
を
宣
言
決

議
レ
、
大
会
を
終
り
ま
レ
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す

。
民
生
委
員
功
労
者

磯
崎
嘉
一
、
白
石
重
之
、
魚
(
金
木
作

大
野
満
子
、
武
田
芳
明
、
中
田
武
雄

菊
池
安
保
、
永
見
宗
俊
、
(
合
岡
重
夫

下
岡
俊
、
山
岡
秀
子
、
伊
賀
貞
哉

大
塚
コ
ギ
ク
、
平
谷
栄
満
子

。
社
会
福
祉
事
業
協
問
者

中
岡
深
、
矢
野
寿
春
、
富
永
都
治
、

片
山
タ
キ
コ

。
社
会
福
祉
施
設
職
員

阪
本
清
子
、
池
田
利
治
、
谷
田
ア
サ

景風会大祉福""-コ'"キ土

康
で
あ
り
、
学
資
金
の
負
担
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

判
日
本
育
英
会
予
約
奨
学
生
、
愛
媛

県
奨
学
生
で
な
い
者

四
、
申
し
込
み
期
限

一
月
三
十
一
日

五
、
採
用
決
定
の
時
期

教
育
委
員
会
は
、
奨
学
選
考
委
員
会

の
選
考
を
経
て
、
採
用
候
補
者
を
決

定
レ
~
一
一
月
二
+
八
日
ま
で
に
学
校

長
を
通
じ
て
通
知
レ
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
レ
い
と
と
は
、
大
洲

市
教
育
委
員
会
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
.

コ
、
河
野
義
明
、
冨
永
数
枝
、
辻
ト

司
「
コ

。
社
会
福
祉
協
議
会
団
体大

洲
市
で
は
、

国
民
健
康
保
険
加

入
者
に
対
し
、
昭

和
四
+
九
年
十
月

か
ら
高
額
療
養
費

制
度
を
実
施
し
て

そ
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
@

し
か
レ
乙
の
制
度

で
は
、
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
た
後

約
二
か
月
経
過
レ

て
支
給
さ
れ
る
の

で
、
乙
の
聞
は
加

入
者
の
立
替
え
と

な
り
、
近
年
の
よ

う
に
診
療
報
酬
の
改
訂
ゃ
、
高
度
な
医

療
技
術
の
採
用
に
よ
り
医
療
費
が
ふ
え

て
く
る
と
、
そ
の
立
替
え
に
よ
っ
て
生

活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
多
く
、
各

八
多
喜
社
ム
藷
祉
協
議
会

。
社
会
福
祉
事
業
協
助
者

大
安
寺
花
園
会

方
面
か
ら
改
善
を
要
望
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
.
市
で
は
、
乙
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
の
主
旨
に
照
ら
し

て
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
医

療
費
の
支
払
い
が
閃
難
な
世
帯
に
、
高

額
療
養
費
支
給
問
見
込
額
の
九
割
を
限
度

と
し
、
そ
の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

借
り
入
れ
の
手
続
き
は
、
病
院
な
ど

が
発
行
す
る
医
療
費
請
求
内
訳
書
(
す

で
に
支
払
済
の
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

)
と
印
鑑
を
持
参
し
て
申
請
を
さ
れ
る

と
、
で
き
る
限
り
即
日
貸
し
付
け
を
行

な
う
と
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
保

険
衛
生
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い。

愛
媛
県
指
定
天
然
記
念
物

森

山

の

サ

ザ

ン

所所
有在

す
こ
し
季
節
は
ず
れ
で
す
が
、
森
山

の
サ
ザ
ジ
カ
を
紹
介
レ
ま
す
@
+
月
初

旬
ご
ろ
、
白
色
単
弁
の
花
を
咲
か
せ
る

こ
の
木
は
、
森
山
ト
チ
モ
ト
川
を
一
キ

ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
右
側
、
東
北
に

傾
斜
レ
た
山
麓
に
あ
り
ま
す
。

地
上
に
近
く
六
分
幹
を
な
し
、
高
さ
七

O
セ
シ
チ
で
+
分
幹
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
根
周
り
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
枝
は

四
方
に
形
よ
く
広
が
り
長
さ
四
メ
ー
ト

ル
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

今
か
ら
一

O
O年
ほ
ど
前
に
、
所
有
者

成
人
病
シ
リ
ー
ズ
側

脳
出
血
(
血
管
が
破
れ
る
)

本
態
性
高
血
圧
、
ま
た
は
動
脈
硬
化

に
よ
っ
て
、
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
脳
の

毛
細
血
管
が
急
激
に
破
裂
レ
て
、
脳
の

中
で
出
血
を
お
乙
す
の
を
脳
出
血
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
・
そ
し
て
、
脳
の
部
分

に
支
配
さ
れ
て
い
る
棉
経
が
お
か
さ
れ

て
意
識
障
害
や
運
動
障
害
が
お
こ
り
ま

す。
と
く
に
、
附
酬
の
内
包
と
い
ろ
部
分
に

分
布
し
て
い
る
血
管
が
破
裂
し
や
す
い

の
で
す
。
内
包
に
は
、
手
足
の
運
動
を

支
配
す
る
神
経
が
通
っ
て
い
る
の
で
、

脳
出
血
が
起
こ
る
と
手
足
の
運
動
ま
ひ

が
お
乙
る
の
で
す
@

普
通
は
、
片
方
し
か
破
裂
し
な
い
の

で
い
わ
ゆ
る
片
ま
ひ
が
お
乙
り
ま
す
。

一
回
目
は
町
復
し
や
す
い
が
、
二
回
以

後
は
回
復
し
に
く
く
な
り
、
し
た
が
っ

て
死
亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

大
洲
市
に
お
け
る
昭
和
五
十
二
ヰ
の

死
因
別
死
亡
状
視
を
み
る
と
、
申
根
神

経
系
の
血
管
損
傷
に
よ
る
死
亡
の
単
数

が
脳
出
血
に
よ
る
も
の
で
、
と
れ
は
全

死
亡
の
約
半
三
%
に
あ
た
り
ま
す
。

植樹をする近田市長と天野会長

フジ植樹-，「城山ニの丸ヘ

ユネスコ協会が贈る

大
洲
市
ユ

ネ
ス
コ
協
会

(
天
野
糸
枝

会
長
、
会
員

六
十
二
人
〉

が
発
足
を
記

念
レ
、
市
に

「
フ
ヲ
」
の

苗
二
本
を
贈

り
、
記
念
植

樹
が
十
一
月

二
十
八
日
、

城
山
二
の
丸

で
行
わ
れ
ま

し
た
。植樹
は
、

当
日
午
後
一

時
半
よ
り
、

会
員
二
+
一
ニ

人
が
参
加
し

天
野
会
長
か

カ

大
洲
市
森
山
甲
八
七
八
ノ
一
番
地

大
洲
市
森
山
甲
八
四
七
菊
池
英
男

の
但
父
伊
太
久
氏
が
植
栽
さ
れ
た
ら
し

い
の
で
す
が
、
元
来
野
生
の
種
に
一
致

し
て
お
り
、
サ
ザ
ン
カ
の
自
然
分
布
や

立
地
を
考
え
る
と
、
野
生
の
サ
ザ
シ
カ

を
保
護
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
近
く

の
野
生
産
を
移
植
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ

う
・
い
ず
れ
に
せ
よ
、
と
ん
な
大
き
な

の
は
サ
ザ
ン
カ
と
し
て
最
大
級
に
属
す

る
も
の
で
す
。
参
考
ま
で
に
、

B
本
に

お
け
る
サ
ザ
ン
カ
の
最
大
木
は
大
分
県

速
見
郡
日
出
町
に
根
周
り
こ
・
=
一
七
五

メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
あ
り
ま
す
.

ら
「
藤
樹
先
生
に
ゆ
か
り
の
地
に
、
ユ

ネ
ス
コ
誕
生
を
記
念
し
会
員
た
ち
の
心

か
ら
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
フ
ザ
J

を
贈

り
ま
す
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。近
田
市
長
は
、
「
世
界
の
平
和
と
、

人
類
の
幸
福
を
願
う
明
体
の
誕
生
は
、

誠
に
う
れ
し
い
.
ま
た
、
フ
ジ
の
成
育

と
花
の
咲
く
の
を
楽
レ
み
に
し
て
い
ま

す
・
」
と
、
お
礼
を
の
べ
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
フ
ジ
の
品
種
は
、
「
野

田
三
尺
」
で
、
春
に
は
、
ム
ラ
サ
キ
の

花
が
咲
く
と
の
と
と
で
す
・

会
員
た
ち
の
奉
仕
作
業
で
、
立
派
に

フ
ジ
だ
な
が
出
来
、
フ
ヲ
の
植
樹
も
三

年
計
画
で
整
備
を
は
か
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
る
フ

ヲ
の
名
勝
と
な
る
と
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

第21回大洲市合同追悼式

第
二
十
一
回
大
洲
市
戦
明
日
者
合
同
迫
埋
叫
が
、

十
一
月
+
五
白
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
レ
た
。

当
日
は
、
遺
族
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
多
数
の
関

係
者
が
参
列
レ
て
、
国
難
に
殉
じ
た
戦
没
者
干
百

五
十
一
住
、
消
防
お
よ
び
公
務
殉
職
者
+
一
柱
の

霊
前
に
追
悼
の
こ
と
ば
や
白
菊
を
さ
さ
げ
、
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
式
は
午
前
+
時
か
ら
、
古
口
田
助
役
の
開
会

の
ζ
と
ば
で
は
じ
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
、

近
田
市
長
は
じ
め
来
賓
、
遺
機
代
表
ら
の
追
悼
の

辞
が
あ
り
、
続
い
て
献
活
が
さ
れ
て
厳
粛
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
昼
食
、
大
洲
小
学

校
の
叡
笛
隊
の
演
奏
が
あ
り
午
後
一
時
半
十
散
会
し

ま
し
た
.

第
三
十
回

成

人

式

教
育
委
員
会
で
は
、
新
し
い
成
人
者

の
前
途
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
、
一
月

十
五
日
の
午
前
九
時
か
ら
市
民
会
館
で

成
人
式
を
符
い
ま
す
。

今
回
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
三
+

二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
+

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
際
則
と

し
て
現
在
市
内
に
在
住
さ
れ
、
住
民
基

本
台
帳
に
回
目
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
・

い
ま
該
当
者
に
成
人
式
の
寮
内
状
を

出
し
て
お
り
ま
す
が
、
案
内
状
が
届
い

て
い
な
い
方
は
地
区
の
公
民
館
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
日
式
典
に
参
加
さ
れ
る
方
の
服
装

は
自
由
で
す
が
、
あ
ま
り
華
美
な
服
装

に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
人
は
も
と
よ
り

家
族
の
皆
さ
ん
も
白
4
4
1
8れ
、
成
人
の

日
の
意
義
を
正
レ
く
理
解
し
て
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
家
庭
や
職
場
で

も
、
お
と
な
に
な
っ
た
と
と
を
自
覚
し

自
ら
生
き
抜
と
う
と
す
る
新
し
い
成
人

者
を
、
心
か
ら
祝
い
励
ま
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
が
た
が
た
が
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
に
役
立
て
て
〈
だ
さ
い
と
ま
ご
と

ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
・

必
か
ら
お
机
申
し
上
げ
ま
す
.
(
敬
称
略
)

一

、

金

一

封

田

口

松

田

孝

雄

一
、
金
一
封
新
谷
玉
井
吉
一

一

、

金

一

封

柚

木

右

河

正

行

一
、
金
一
封
常
磐
町
米
沢
五
郎

一
、
金
一
封
(
身
依
障
害
者
協
議
会
へ
)

上
須
戒
岩
本
百
枝

一
、
金
一
封
(
増
築
費
募
金
と
し
て
大 カ

洲
育
成
圏
へ
)

一
、
金
一
封
(
大
洲
学
園
へ
)

若

宮

吉

岡

友

陸

(
物
品
の
口
座
)

一
、
竹
ほ
う
き
六
+
本
(
希
望
福
祉

施
設
へ
配
分
)八
多
喜
町
古
川
義
隆

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

保
義
ぽ
鱗

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ
側

赤
ち
ゃ
ん
の
血
液
検
査
で

代
謝
異
常
の
早
期
発
見

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
き
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は
食
事
療
法
な

ま
れ
に
み
ら
れ
る
先
天
性
代
謝
異
常
の
ど
で
順
調
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

早
期
発
見
と
治
療
を
す
る
た
め
、
厚
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

省
に
『
ヤ
月
か
ら
新
生
児
の
血
液
検
査
を
検
査
は
希
望
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

す
る
よ
う
都
道
府
県
に
指
示
し
ま
し
た
れ
た
ら
五
日
t
七
日
以
内
に
産
婦
人
科

先
天
性
代
謝
異
常
と
は
、
生
ま
れ
つ
医
に
申
し
込
む
と
と
に
な
っ
て
い
ま

き
体
内
の
た
ん
白
や
糖
、
脂
肪
な
ど
の
す
o
採
血
い
は
自
己
負
抑
で
す
が
、
検

新
陳
代
謝
が
悪
く
、
精
神
薄
弱
、
脳
陣
査
料
は
全
額
公
費
負
担
で
す
。

害
発
育
障
害
な
ど
を
起
こ
す
症
状
の
総

称
で
、
二
百
種
近
く
の
症
状
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
.

今
秋
か
ら
検
査
の
対
象
と
な
る
の
は

と
の
う
ち
、
フ
ェ
ニ

1
ル
ケ
ト
ン
尿

症
、
楓
糖
尿
症
、
ヒ
ス
チ
ヲ
シ
尿
症
、

ホ
モ
シ
ス
チ
シ
尿
症
、
ガ
ラ
ク
ト

1
ス

血
疾
患
で
、
乙
れ
ら
は
早
期
に
発
見
で

ンザサの山

1
月
1
日

中

央

病

院

④

4
5
5
1

2
日

菊

原

医

院

④

4
6
4
6

3
日

加

戸

病

院

④

5
1
0
1

8
日

中

央

病

院

④

4
5
5
1

日
日

p

p

同
日
菊
原
医
院
④

4
6
4
6

n日
中

央

病

院

④

4
5
5
1

沼
田

M

H

M

M

森

母
親
学
級
〈
第
三
コ

ー
ス
)
開
設
の
お
知

ら
せ

丈
夫
で
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み

育
て
る
た
め
に
、
大
洲
市
で
は
、
年
一
一
一

コ
1
ス
の
母
親
学
級
を
開
い
て
お
り
ま

す。
母
親
学
級
第
三
コ
l
ス
を
次
の
と
お

り
開
設
い
た
し
ま
す
。

多
数
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
・
な
お
、
申
し
込
み
そ
の
他
詳
し
い
と

と
は
、
市
保
険
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

課
目
内
容
及
び
日
時

1コス 1時間 l 内 蓉 l担当署

1112?日|日時|鰭路保健 I産保婦健人科婦医
21 1(H金27)日I日時I産お産後のの準保備健 ・経過 !保 健 婦
3112!日!日時lEEZZ蓄警衛生 !議事生里科医
|醐日! 間学む直~iF41'(金r11-3時
5 I ~塁!日 1 1-3時|

場
所
大
判
市
立
中
央
公
民
館

=
一
回
の
み
大
淵
保
健
所

受
講
料
テ
キ
ス
ト
代
二
宣
O
円



に洲市の財政
11，402千円 歳入 2，139，300千円 歳出1，740，136千円

予算額口執行額図 (単位千円)(歳刷)

3司

2-

!0:・

且E E ・1・・4 民 悶
農林水 災害

1 1，~支出金款別 談会費 総務質 民生 1-'( 衛生n労働資 商工費土木費消防費 教育'Ll: 公償資 予備費
産業費 復旧費

|ごF算額 8(C~"".司 473，897 1，913，723 171，051 41，374 16 74，012 60，739 1944 ，662 1149，726 1 6 02，306 126，156 397，774 36，500 10，000 

ドiT!Ji
トー

42，795 188，305 572，372 73，068 21，195 11 16，960 34，584 1181 ，981148，13112 08，062 30，577 193，106 29，000 。

特別会計の状況

至自 昭昭和和5522年年49月月310臼日

国民健康保険 と 畜 場
予算現額 1.271.242千円 予算現額 1，992千円

収入済額 409，123 収入済額 176 

支出済額 413，439 支出済額 822 

差 51 ム 4，316 差 51 ム 646 

国保診療所 温 泉

予算現額 19，993千円 予算現額 1.921千円

収入済額 6，286 収入済額 400 

支出済額 11，477 支出済額 1.173 

差 51 ム 5，191 差 51 ム 773 

簡易水道 交通傷害保障
予算現額 58，034千円 予算現額 5，944千円

収入済額 5，098 収入済額 5，885 

支出済額 10，842 支出済額 5，547 

差 51 ム 5，744 差 事l 338 

ー住宅新築資金等貸付事業ー 土地取得造成
予算現額 141，726千円 予算現額 16.319千円

収入済額 8，864 収入済額 479 

一般会計 (歳出)
支出済額 21，308 支出済額 6，365 

差 目! ゐ 12.444 差 51 ム 5.886

至自 昭昭和和5522年年49月月310日日

;慶雲寺J地 (30戸)

況状一T，，司a
執

日

日

4
晶
-
自
国
司
，
E
ム

q
t
u

u.
月
月

、『J
a
q
n
u

司

年

年

E
司

2

2

賀

獅

蜘

E
F
E

即
町
田
町

;害復旧事業費初，577千1'11.8刊
失業対策事業費19，418干1'11.1部
維持補修費、その他15~340千円 O~9同

総額
36千円

人件費
613.080千円
35.2% 

詳述建設事業費

289.090千円
16.6% 

社会教育センター(簡易保険積立金還元融資施設)

事業 A.. コヨE計の状況

自昭和52年4月1日
至昭和52年 9月30日

f二{:ノ7]、工業用水道事業会計 水道事業会計 国民宿舎事業会計 病院事業会計

(1)給水事業所 l工場 (1)給水戸数 7，064戸 (1).収容能力 (1腕床数 185床

(2)総配水量 (2胎i配水量 宿 泊 110人 (2)診療科

(寸 68，605m' l，428，008m' 休 憩 200人
内科、外科、整形外科
産婦人科、皮ふ泌尿綜

うち有収水量 うち有収水量 (2)職員数 0人 科、理学診療科

事 68，468m' 1，159，543m' 事務吏員 0人 限科(休診中)
耳鼻咽喉科(休診中)

有収率。 有収事 (3)利用者数 (3)職員数 94人

業 99.8% 81.2% 付)宿泊利用者 医師8人、看護婦53人

(3)1日平均配水量 (3)1日平均配水量 7，375人 医療技術員 12人
事務職員 12人

の 375m' 7，803m' わ)休憩利用者 その他の職員 9人

うち有収水量 うち有収水量 5，901人

概 374m' 6 ，336m' 付入浴利用者
(4)患者数及び診療収入

(4)職員数 9人 22，015人
外延忠者数 36，141 
来診療収入 265，212 

要 事務吏員 5人 入延!J.~者数 28，884 

技術吏員 3人
院診療収入 126，886 
その他の医療収入 6，940 

その他の職員1人 ，口δ、 青|‘ 399，038 

JJi 目 金額 工頁 自 金額 項 目 金額 項 目 金額

千円 千円 千円 千円

f員
総収益 2，018 

損
総収益 50，500 

損
総収益 44，410 

損
総収益 400，355 

(二) 託業収益 2，003 営業収益 50，362 営業収1~ 44，313 医業収益 399，038 

益 営業外収AJt 15 益 営業外収益 138 益 営業外収益 97 益
医業外収益 1，308 
特別収益 9 

;f，'E 土 J十 総費用 1，062 計 総費用 38，153 言十 総費用 34，825 言十 総費用 361，375 
営業費用 625 営業費用 32，990 営業tMJ 34，009 医業費用 352，336 
算
営業外費用 437 

算
営業外費用 5，148 

算
営業外質問 816 

算 医業外資m 5，597 
王里 重目主 書 特別損失 15 書 書

特別損失 3，442 

当期純利益 956 当期純利益 12，347 当期純利益 9，585 当期純利益 38，980 

の 千円 千円 千円 千円

資
資本的収入 。 資 資本的収入 。資 資本的収入 。資 資本的収入 16，504 

他会計
:1犬
本 本 本 本

補助金 16，504 

資本的支出 166 資本的支出 7，761 資本的支出 1，351 資本的支出 23，518 

況
的 企業債 的

建設改良費 3，039 的 建設改良費 366 的 建設改良費 9，361 
償還金 166 

~X 収 企業債 ~X 企業債 ~X 企業債
償還金 3，072 償還金 985 償還金 8，657 

支 支 開発費 1，650 支 支 他会計借入
金償還金 5，500 



。財政状況の公表
大洲市告示第34号

大洲市財政状況の公表等に関する条例および地方公営企業法

第40条の 2の規定により、昭和52年4月1日から昭和52年9月30

日まで(昭和52年度上半期)の本市財政状況および業務状況を

次のとおり公表します。

昭和 52年 u 月 28日

大洲市長 近 田
ょ壬2

主主 秋

。人口。世帯数
。面積

3 8， 7 9 0人

1 0， 8 2 5世帯

2 4 0.9 3畑 2
(52.9.30現在)

市有財産の状況
昭和52年9月30日現在

種 zu 面 積 等 金 額

宅 地 428，980πf 546，650千円

山 林 2，959，968 46，053 

田 畑 15，267 1，864 

雑 種 地 8，039 44 

建 物 122，571 2，364，052 

立 木 52，119ne 191，743 

財政調整基金 4，489千円

減 債 基 金 2，424 

土地開発基金 131， 957 

その他特定目的基金 14，899 

出 資 金 32，297 

計 186，066 

rムコ1、1 債 費 の 状 況
(1)長 期 債 昭和52年9月30日現在

入 先|再会| 現 債 高
1
1世帯当たりの額

1
1人当たりの額

一|大 蔵 省 95 1，151，682千円 105，391;:r] 29，690円

般 重F 政 省 41 686，464 63，414 17，697 

計会 そ の 他 91 970，589 89，662 25，022 

計 227 2，808，735 259，467 72，409 

特 大 蔵 省 6 67，455 6，232 1，739 

会計別
郵 政 省 6 71，716 6，625 1，849 

そ の 他 1 51，334 4，742 1，323 

計 13 190，505 17，599 4，911 

ρ'" 、 計 2，999，240 277，066 77，320 

額
一
円手A

U
A
U
 

況状、，J
門
口
門
口

酌

別

問

負

制

制

民

四

回

住
昭
一
制

ル」川門見
守
喧

na
市

電気税
25，025千円
5.3% 
2，312円/1世帯
645円/1人

持別土地保有税
4，558千円 1.0% 
421円/1世帯 117円/1人

木材引取税
420千円 0.1% 
39円/1世俳
11円/1人

198，878千円
42.1% 
18，372円/1世併
5，127円/1人

180，277千円
38.2% 
16，654円/1世帯
4，648円/1人

度
期
年2
 半
5
 

主
A
1昭
上

一般会計予算の執行状況

(歳入)

予算現額 5 ， 6~

4 

3 

2 

1・ 「一

日E丑 同 I'"""l 
一・.. 日 Eコ kでで

主人別
地方
|娯利交楽付用施税金設

自動車 J也ブJ
|交対交通策付安特金全別

分担金 使用料
市東語

議与税
取交付得税金
交付税 負及担び金 手及数び料

国旅支出金 県支出金 財産収入 寄付金 繰越金 nff収入 rIi j;占

予算額 855，662 50，000 15，000 45，ωo I 1 ，557，112 6，886 108，576 49，463 1，492，040 488，387 75，365 14，430 62，458 109，821' '61，200 

執行額 471，721 17，796 5，470 18，650 I 1 ，043，870 o I 29，536 24，575 324，657 60，458 35，277 2，802 93，161 。

一般会計(歳入)

自昭和52年4月1日
至昭和52年9月30日

自動車取得税交付金 0.9%
使用料及び手数料1.1%

分担金及び負担金1.4%

市道木こり場線道路改良工事

昭和52年度建設公国住宅

収』計
自

至

ム一
A般

物件費お，176千円1.9%


